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プ
レ
カ
ッ
ト
の
配
送
は
、
現
場
毎
の

異
な
る
状
況
に
よ
り
、
個
別
多
様
な
問

題
が
発
生
し
ま
す
。 

 積
込
：
毎
回
形
状
が
異
な
る
製
品
を
、

荷
姿
や
降
ろ
す
順
番
で
考
慮
。 

日
程
：
天
候
等
に
左
右
さ
れ
る
。 

暦
選
定
と
い
う
風
習
が
あ
る
。 

搬
入
：
狭
小
地
の
増
加
や
、
現
場
ま
で

の
搬
入
経
路
が
複
雑
化
。 

 
  こ

れ
ら
の
実
情
に
対
し
、
全
て
業
者

任
せ
で
放
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
問
題
の
本
質
や
課
題
に
向
き
合

い
、
対
応
策
を
自
ら
見
出
さ
な
け
れ
ば
、

本
当
の
改
善
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で

す
。 そ

し
て
、
実
際
に
運
送
業
者
と
し
て

配
送
に
従
事
し
た
こ
と
で
得
ら
れ
た

問
題
点
を
基
に
、
次
の
よ
う
な
具
体
的

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 ①
搬
入
経
路
を
含
め
た
、
事
前
の
現
場

調
査
を
可
能
な
限
り
実
施
。 

②
ユ
ニ
ッ
ク
車
に
よ
る
、
２
階
以
上
へ

の
荷
揚
げ
作
業
の
廃
止
。 

③
土
台
等
１
便
目
に
集
中
す
る
時
間

指
定
を
終
日
配
送
に
切
り
替
え
、
集

中
分
散
さ
せ
る
事
で
限
ら
れ
た
ト

ラ
ッ
ク
で
の
配
車
回
転
率
を
向
上

さ
せ
る
。 

 

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
、
安
全
な
配
送
に
従
事
い
た

し
ま
す
。 

 〈
ド
ラ
イ
バ
ー
人
材
育
成
〉 

  
運
送
業
界
で
は
大
き
な
事
故
が
起

こ
る
度
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時
間 

 

の
制
限
等
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス(

法
令

遵
守)

の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
、
規
制

が
強
化
さ
れ
ま
す
。 

弊
社
で
は
、
定
期
安
全
講
習
会
と
は

別
に
、
事
故
防
止
の
為
の
対
策
会
議
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

事
故
や
ミ
ス
に
は
様
々
な
原
因
が

あ
り
、
原
因
の
前
に
は
必
ず
『
要
因
』

が
あ
り
ま
す
。
私
達
は
こ
の
要
因
を
分

析
し
、
油
断
等
を
含
め
た
〝
危
険
予
測

回
避
〟
が
習
慣
化
で
き
る
よ
う
、
社
員

ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
が
積
極
的
に
資
料

を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

時
に
は
講
師
役
も
担
い
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
責
任
と

自
覚
を
持
つ
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。 

   

〈
３
Ｐ
Ｌ
事
業
へ
の
取
り
組
み
〉 

  

自
社
製
品
の
配
送
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
運
送
事
業
で
す
が
、
プ
レ
カ
ッ
ト

と
の
同
送
や
帰
り
便
等
を
有
効
活
用

出
来
る
よ
う
、
下
地
・
建
材
等
の
現
場

配
送
も
積
極
的
に
承
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
荷
主
に
代
わ
っ
て
在
庫
管
理

や
配
送
を
行
う
３
Ｐ
Ｌ(

サ
ー
ド
・

パ
ー
テ
ィ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス)

事
業

も
始
め
ま
し
た
。 

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
ユ
ニ
ッ
ク

車
を
計
画
的
に
活
用
し
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
増
車
を
含
め
た
中
長
期
計
画
で

取
り
組
む
方
針
で
す
。
配
送
で
お
困
り

の
際
に
は
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

 
 物

流
の
合
理
化
は
社
会
的
な
喫
緊
の

課
題
で
す
。
工
場
か
ら
現
場
へ
物
流
短

絡
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
お
客
様
の
一

助
と
な
り
、
新
時
代
の
物
流
を
形
成
し

て
い
け
る
よ
う
、
最
善
を
尽
く
し
て
参

り
ま
す
。 

営
業
本
部 

小
島 
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弊
社
は
２
０
１
８
年
11
月
に
豊
岡
本
社
で
、
翌
年
４
月
に
は
関
東
橋
本
デ

ポ
で
「
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
」
を
取
得
し
ま
し
た
。 

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で
あ
る
我
々
が
運
送
業
を
取
得
す
る
に
至
っ
た
背
景
に

は
、
数
年
前
か
ら
社
会
問
題
化
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
不
足
に
直
面
し
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
特
に
プ
レ
カ
ッ
ト
の
配
送
は
専
門
的
な
特
殊
要
因
に
よ

り
、
運
送
業
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。 
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２
０
１
８
年
６
月
に
労
働
安
全
衛

生
法
施
行
令
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
２
２
年
１
月
２
日
の
完
全
施

行
ま
で
、
約
１
年
を
切
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
準
備
は
出
来
て
い
ま
す
か
？ 

 

木
造
家
屋
等
の
低
層
建
築
で
は
、
墜

落
制
止
用
器
具
（
安
全
帯
）
を
使
わ
ず

に
建
て
方
作
業
を
さ
れ
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

し
か
し
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
安
全

管
理
を
よ
り
意
識
し
た
建
築
が
求
め

ら
れ
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
を
着

用
し
た
作
業
に
替
わ
り
ま
す
。 

 

現
在
の
墜
落
制
止
用
器
具
を
使
用

す
る
場
合
、
水
平
親
綱
及
び
安
全
ブ

ロ
ッ
ク
に
よ
る
作
業
と
な
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
現
在
の
多
人
数
に
よ
る
建
て

方
作
業
は
難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
多
人
数
の
場
合
、
安
全
帯

の
ロ
ー
プ
同
士
が
交
差
し
、
行
動
範
囲

が
狭
ま
り
ま
す
。
更
に
、
ロ
ー
プ
が
絡

む
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
危
険
が

大
き
く
な
り
ま
す
。 

今
後
は
少
人
数
に
よ
る
建
て
方
や
、

安
全
な
作
業
床
を
設
け
る
事
が
主
流

に
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

今
回
の
改
正
を
機
に
、
現
場
で
の
安

全
対
策
を
別
の
角
度
か
ら
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

  
 

【
提
案
１
】 

 

２
階
小
屋
上
へ
の
合
板
貼
り 

 

低
層
木
造
建
築
で
は
、
梁
・
母
屋
・

垂
木
の
上
で
の
作
業
も
多
く
、
危
険
を

伴
い
ま
す
。 

※
一
部
建
設
会
社
で
は
、
梁
組
み
の
際
は
作
業

床
に
脚
立
を
立
て
、
下
か
ら
の
作
業
を
行
っ

て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
、
２
階
床
に
は
24
ミ
リ
以
上
の

厚
合
板
の
使
用
が
主
流
で
す
。
し
か
し
、

２
階
小
屋
上
に
は
、
ロ
フ
ト
や
小
屋
裏

が
な
い
限
り
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
合

板
を
貼
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
構
造
計
算
上
、
水
平
構
面
確
保
の
た

め
に
貼
る
場
合
を
除
く
） 

作
業
床
と
し
て
合
板
を
敷
く
こ
と

で
構
造
的
に
も
強
く
な
り
、
小
屋
束
・

母
屋
・
垂
木
の
施
工
の
安
全
確
保
が
可 

能
に
な
り
ま
す
。 

 

【
提
案
２
】 

金
物
工
法
で 

梁
上
作
業
を
軽
減 

 

梁
組
す
る
際
、
在
来
工
法
（
従
来
の

蟻
仕
口
）
で
は
、
掛
矢
等
で
強
く
上
か

ら
叩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

羽
子
板
ボ
ル
ト
の
取
り
付
け
も
、
梁
上

か
ら
行
い
ま
す
の
で
、
結
果
的
に
、
梁

上
作
業
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

こ
の
作
業
軽
減
に
は
、
金
物
工
法
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

上
か
ら
強
く
叩
く
必
要
が
な
く
、
梁

を
入
れ
た
ら
直
ぐ
に
ド
リ
フ
ト
ピ
ン

を
設
置
出
来
ま
す
。 

 

【
提
案
３
】 

 

ス
カ
イ
パ
ネ
ル
で 

作
業
時
間
短
縮 

 

上
棟
日
に
雨
養
生
（
外
部
面
材
貼
り
）

ま
で
は
終
わ
ら
せ
た
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
梁
上
で
の
作
業
人
数
に
は
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
組
立
作
業
の
時
間

は
余
分
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
を
使
用
す

る
と
、
梁
上
作
業
と
同
時
に
設
置
が
出

来
る
の
で
、
上
棟
ス
ピ
ー
ド
は
飛
躍
的

に
早
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
パ
ネ

ル
は
真
壁
仕
様
な
の
で
、
施
工
済
み
の

内
部
の
床
合
板
上(

=

安
全
な
作
業
床)

か
ら
の
取
り
付
け
が
可
能
と
な
り
、
安

全
性
も
上
が
り
ま
す
。 

実
際
に
、
32
坪
の
住
宅
で
、
朝
か
ら

柱
建
て
を
ス
タ
ー
ト
し
、
16
時
頃
に
は

屋
根
・
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
ま
で
の
設
置
が

完
了
し
ま
し
た
。
弊
社
の
施
工
部
門
社

員
が
建
て
方
を
行
い
ま
し
た
。 

  

現
場
作
業
者
の
安
全
を
第
一
に
考

慮
し
、
予
防
と
い
う
面
か
ら
、
パ
ネ
ル

工
法
や
金
物
工
法
を
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
ご
検
討
下
さ
い
。 

 

東
海
営
業
部 

花
田 

裕
弘 

墜
落
防
止
対
策
の
強
化 

「フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
」
を
原
則
義
務
化 

 

① 「安全帯」から、「墜落制止用器具」に改正　(労働安全衛生法施行令)

〇 胴ベルト型(一本つり)

× 胴ベルト型(U字つり)

〇 ハーネス型(一本つり)

② 建設業での5m以上の高所作業は、フルハーネス型安全帯を使用

③ 「フルハーネス型安全帯」を使用する為には、「安全衛生特別教育」が必要

ただし、作業高さが2m以上の箇所で、作業床を設けることが困難な場合に限ります。

具体的には、柱上や屋根上、鉄骨上等での作業が対象となります。

④ 現行の「安全帯」を使用できるのは、2022年1月1日までです。

法改正後は、建設現場への安全確認・指導が増加すると思われます。

早めの対応準備を進めましょう。

詳細は厚生労働省HP　リーフレット参照　「安全帯が「墜落制止用器具」に変わります！」
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/000473567.pdf

改正等のポイント

墜落制止機能の無い「胴ベルト型(U字つ

り)」は認められません。

現
場
の
安
全
対
策
に
３
つ
の
提
案 
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ス
カ
イ
で
は
、
２
０
１
９
年
よ
り
ベ

ト
ナ
ム
人
実
習
生
の
受
け
入
れ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
翌
年
に
は
、
２
期
生

も
加
わ
り
現
在
は
５
名
体
制
と
な
り

ま
し
た
。(

１
期
生
は
第
３
号
技
能
実

習)
 

 

定
期
的
な
受
け
入
れ
に
よ
り
、
言
葉

の
通
じ
る
先
輩
が
い
る
こ
と
で
安
心

し
て
来
日
出
来
る
事
、
ま
た
大
切
な
業

務
内
容
は
母
国
語
で
し
っ
か
り
伝
達

出
来
る
事
等
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
労
働
条
件
等
、
日
本
人
と
同

等
の
待
遇
で
迎
え
、
今
後
も
継
続
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
５
人
は
ス
カ
イ
社
員
寮
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
彼
ら
の
生

活
を
少
し
だ
け
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

                

                                   

                                   

      
 

ベ
ト
ナ
ム
人
実
習
生
を
紹
介
し
ま
す

工
場
管
理
部 

高
橋
祐
人
が 

 
 

 
 

５
人
を
紹
介
♪ 

ヒエウは、コミュニケーション能力が高く、誰とでもすぐに仲良くなり

ます。そして、美意識が高いイケメンです!!  

髪型やカラーを変えると、画像を送ってきてくれます。 

…時々リアクションに困ります（笑） 

最年長のカロンは、皆の頼れるお兄さん的な存在です。・・・のは

ずが、いじられキャラの愛すべき癒し系です。ここだけの話、、、 

女性の通訳さんが来るとテンション上がります（笑） 

トゥンは、体が大きく声も大きいの

で、一見威圧感があるのですが、

実は一番の気配り上手です。 

誰かが困っていると、すぐに手伝って

くれる仲間想いの優しい人間です。

…なので、重い材料を運ぶとき、 

トゥンくんに目で訴えるとすぐに手

伝ってくれます（笑） 

グエンは、一番年下ですが、積極的で行動力が

あり、共同作業のときはリーダーシップを発揮してく

れます!! ただ、長時間机に向かう事が苦手で、

我慢のピークが過ぎると１人で夢の世界に旅立

ちそうになることがあります（笑） 

 高橋からもう一言!! 

グエンは最近、高橋にちょっかいを出してきます!! 

日に日に勢力が増してます!! 懸念してます(笑) 

ホンは、真面目の一言です。日本の事を良く勉強

し、2期生の中では一番日本語が上手です。 

少し不器用な面もありますが、それを補う努力家

で、いつも頭が下がります。 

冷静沈着で、とても頼りになる存在です。 

スカイは楽しい人が多いですが、

仕事には熱心な会社です。 

休みの日は、散歩したり寮でビー

ルを飲んでいます♥ 

日本の風景や景色が好きで、実際

に観ることが出来て嬉しいです。

家族や友人と会えないのが寂しい

ですが、頑張っています‼ 

ベトナムに可愛い彼女がいる

らしいですよ…（高橋) 

休みの日は、買い物に行ったり部屋

でゲームをしています。社員寮は

ネット環境が整っているので、ベト

ナムの家族や友人と連絡を取ってい

ます♪ 

来日して数カ月後、在留カードを紛失したので

すが、日本の方が届けてくれました。日本人は

親切です。特に、女の人は綺麗で優しい♥ 

日本に来て、桜など花が綺麗

で感動しました。あと、お酒

が美味しいです♪ベトナム料

理も美味しいので、是非日本

の方に食べて貰いたいです！ 
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近
頃
、
木
材
価
格
が
急
上
昇
し
て

い
る
ら
し
く
、
半
ば
隠
居
の
身
と
し

て
は
「
面
白
い
こ
と
に
な
っ
て
来

た
」
と
少
々
興
奮
気
味
で
も
あ
る
。 

 

木
材
暴
騰
と
言
え
ば
、
中
で
も
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
先
駆
け
て
発
生

し
た
時
の
事
を
思
い
出
す
。
昭
和
五

〇
年
代
初
頭(

一
九
七
〇
年
代
後

半)

の
頃
で
あ
る
。 

記
憶
を
掘
り
起
こ
し
乍
ら
の
事

だ
か
ら
、
精
確
な
年
次
が
示
せ
な
い

け
れ
ど
、
あ
の
時
の
身
振
る
い
す
る

ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
と
て
も
懐
か

し
い
。 

高
騰
局
面
で
は
望
外
の
利
益
を

手
に
し
た
が
、
終
局
段
階
で
手
痛
い

損
失
を
受
け
た
。 

 

物
事
に
は
全
て
原
因
と
結
果
が

連
動
し
て
い
る
。
そ
の
関
連
を
、
そ

の
後
自
分
な
り
に
究
明
し
よ
う
と

し
て
い
た
も
の
だ
。 

得
た
結
論
ら
し
き
も
の
は
、
結
局

「
需
要
と
供
給
」
の
力
学
と
い
う
、

極
め
て
在
り
来
た
り
の
も
の
で
し

か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
実
は
、
こ
の

〝
需
要
〟
に
つ
い
て
も
〝
供
給
〟

に
つ
い
て
も
、
学
習
自
得
す
る
に
は

奥
が
深
す
ぎ
る
。 

当
時
の
最
大
の
暴
騰
原
因
は
、
一

七
五
万
戸
と
い
う
年
間
住
宅
着
工

量
に
あ
っ
た
。
何
故
そ
れ
だ
け
の
住

宅
が
必
要
だ
っ
た
の
か
は
別
の
機

会
に
触
れ
る
と
し
て
、
前
後
六
～
七

年
間
の
う
ち
に
千
万
戸
以
上
の
住

居
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

扨
て
、
今
回
の
上
昇
要
因
は
何
か

と
見
れ
ば
、
別
段
日
本
国
内
の
景
気

に
刺
激
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
無

い
。
明
確
に
世
界
的(

地
球
的)

要
因

と
見
て
良
い
。
世
界
人
口
が
八
十
億

に
迫
り
、
と
り
分
け
人
口
密
集
地
域

の
ア
ジ
ア
で
は
、
中
・
印
で
三
十
億

に
達
す
る
人
々
の
生
活
向
上
気
運

が
す
さ
ま
じ
い
。 

生
活
向
上
と
言
え
ば
、
当
然
「
衣
・

食
・
住
」
で
、
特
に
住
環
境
へ
の
欲

求
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
格
的
と
な
る

筈
だ
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
人

口
減
少
の
傾
向
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、

過
去
三
十
年
間
に
亘
る
資
産
食
い

潰
し
政
策
に
よ
っ
て
国
力
の
弱
体

化
に
努
め
て
来
た
。
こ
の
結
果
の
責

任
は
日
本
人
全
て
が
取
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
最
大
の
失
策
は
、
デ
フ
レ
脱

却
と
称
し
て
「
政
策
的
円
安
」
を
テ

コ
に
、
安
易
な
経
済
対
策
を
採
っ
た

こ
と
だ
。 

極
論
で
且
つ
結
果
論
的
な
表
現

と
は
な
る
が
、
あ
の
時
、
超
円
高
に

正
面
か
ら
立
ち
向
か
っ
て
国
内
の

産
業
構
造
を
一
変
す
る
よ
う
な
政

策
を
採
っ
て
い
た
ら
、
現
在
の
様
な

姿
と
は
全
く
異
な
る
様
相
だ
っ
た

ろ
う
、
と
尽
々
思
う
。 

当
時
の
日
本
の
力
は
「
ジ
ャ
パ

ン
・
ア
ズ
・
№
１
」
と
言
わ
れ
、
地

力
の
ほ
ど
は
そ
れ
な
り
の
も
の

だ
っ
た
筈
で
あ
る
。
結
局
、
安
易
な

食
い
潰
し
策
で
、
国
内
資
産
を
元
手

と
し
た
輸
出
産
業
の
み
が
潤
う
と

い
う
、
一
方
通
行
の
利
潤
移
行
体
質

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

既
に
一
人
当
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も

次
々
に
諸
外
国
に
追
い
越
さ
れ
、
補

助
金
頼
み
の
政
・
官
・
民
の
共
喰
い

体
質
に
慣
れ
切
っ
た
日
本
が
、
国
際

資
源
と
も
な
っ
た
木
材
の
有
効
対

応
策
な
ど
採
れ
る
筈
も
無
い
。 

そ
れ
は
、
世
界
有
数
の
木
材
資
源

国
で
あ
る
筈
の
日
本
の
現
状
を
、

様
々
な
角
度
で
眺
め
れ
ば
一
目
瞭

然
で
あ
る
。 

 

結
論
：
自
業
自
得
で
あ
る
。
江
戸

末
期
か
終
戦
直
後
に
戻
れ
ば
良
い

の
だ
。 

 【
追
記
】 

唐
突
と
思
え
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
ト
ロ
イ
発
掘
で
有
名
な
シ
ュ

リ
ー
マ
ン
の
日
本
旅
行
記(

一
八
六

三
年)

の
一
節
（
日
本
人
の
倫
理
観
）

を
記
し
て
お
き
た
い
。 

「
日
本
の
役
人
に
対
す
る
最
大

の
侮
辱
は
、
た
と
え
感
謝
の
気
持
ち

か
ら
で
も
、
金
品
を
贈
る
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
彼
等
の
方
も
、
金
品
を
受

け
取
る
く
ら
い
な
ら
『
切
腹
』
を
選

ぶ
の
で
あ
る
」 

２
０
２
１
年
４
月
１
日
、
ス
カ
イ
本

社
に
て
厳
重
な
感
染
対
策
の
も
と
、
入

社
式
を
行
い
ま
し
た
。 

今
年
入
社
し
た
５
人
で
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

       

 
 

早
く
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う

に
！ 

努
力
・
努
力
‼ 

  
 

 
 

 
 
 

 
 

  

ま
だ
仕
事
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
な
の
で
、
先
輩
た
ち
に

た
く
さ
ん
質
問
を
し
て
覚
え
ら
れ
る

よ
う
心
掛
け
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

趣
味
は
ラ
ッ
プ
で
す
。(

ｙ
ｏ
！) 

「
韻
踏
ん
で
」
っ
て
言
わ
れ
た
ら
踏

み
ま
す
♪ 

  
 

 
 

 
  

 
 

明
る
く
元
気
に
！ 

 

       

一
所
懸
命
頑
張
る
の
で
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

 
 

編
集
後
記 

 

昨
年
の
今
頃
は
、
コ
ロ
ナ
一
色
で
し
た

が
、
今
年
は「
木
材
高
騰
と
材
料
不
足
」

と
い
う
木
材
業
界
に
と
っ
て
は
、
昨
年
以

上
の
窮
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

現
状
は
ま
だ
ま
だ
入
口
の
よ
う
で
す

が
、
我
々
木
材
供
給
側
と
し
て
は
、
冷
静

な
判
断
と
、
取
引
先
各
位
へ
の
安
定
供
給

に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

ま
た
、
私
達
社
員
は
、
い
つ
も
以
上
に

入
力
や
加
工
等
業
務
に
注
意
を
払
い
、

材
料
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
出
来
る
こ

と
を
一
つ
一
つ
実
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

納
期
等
で
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
致

し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

日
本
は
大
丈
夫
か
？  

国
際
社
会
か
ら
の
問
い
か
け 

 
 

 

一
酔
三
幸
寮
主 

新
入
社
員
紹
介

 

鈴木・D 鈴木・Y 

 

小杉・K 

 

原・A 松原・S 


